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ほしかわ あきひろ 

星川 晃宏 氏 名 

学位の種類 博士（薬学） 

学位の番号 薬博第 335 号 

学位授与の日付 平成 29 年 3 月 31 日 

学位授与の条件 学位規則第 4条第 1項該当 

学位論文題目 
DDS キャリアを目指したドラッグプラットフォームとしての金ナノ粒子の有用性に関す

る研究 

論文審査委員 

（主査）教授 山中 淳平 

（副査）教授 尾関 哲也 ・ 教授 中川 秀彦 ・ 准教授 田中 正彦 

論文内容の要旨 

本研究では、ラニビズマブバイオシミラー（MAb）搭載 PEG 化金ナノ粒子の調製と血管形成阻害効果および Curcumin

包接シクロデキストリン搭載 PEG 化金ナノ粒子の調製と in vitro におけるがん細胞に対する殺細胞効果について検討し

た.その結果、MAb を搭載した PEG 化金ナノ粒子は in vitro において高い血管形成阻害効果及び、細胞増殖抑制効果を示

し、高い VEGF-A 阻害効果が示唆された。Curcumin 包接しシクロデキストリン搭載 PEG 化金ナノ粒子を用いることによっ

て水中に難水溶性である Curcumin を高濃度に存在させることに成功し、A549 細胞に対して Curcumin 由来の高い殺細胞

効果を示し、 本粒子の細胞内移行も確認された 

 

論文審査の結果の要旨 

抗体を搭載した新規な PEG 化金ナノ DDS キャリアの開発を行った。本研究は、金ナノ粒子は DDSキャリアを目指したド

ラッグプラットフォームとして有用であり、また、上記論文題目の博士学位論文の精査、論文発表会における口頭発表な

らびに論文内容・関連事項についての質疑応答の結果、最終試験に合格した。よって博士（薬学）の学位を授与するに相

応しいと判断した。 
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